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専門部会
氏名 推薦団体・分野など

②福祉の推進、健康の増進など幸
せな暮らしを支える分野

⑥文化又は観光の振興などまちの
魅力を発信する分野

②福祉の推進、健康の増進など幸
せな暮らしを支える分野

⑤産業の振興、都市拠点の形成な
どまちの活力を高める分野

②福祉の推進、健康の増進など幸
せな暮らしを支える分野

③子育て、教育など人を育て心を
はぐくむ分野

⑦地域住民組織活動、まちづくり
活動など市民自治を推進する分野

①防災又は地域交通環境の向上な
ど安全で快適な暮らしを支える分
野
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公募

⑦地域住民組織活動、まちづくり
活動など市民自治を推進する分野

③子育て、教育など人を育て心を
はぐくむ分野

区長推薦

⑥文化又は観光の振興などまちの
魅力を発信する分野

区長推薦

④緑の保全、ごみの抑制など自然
環境又は生活環境を向上させる分
野

公募

公募
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別紙３ 

川崎区区民会議 事務連絡一覧 

 

 

１ 会議公開 

・この会議は公開で開催しています 

・開催することを事前に公表しています 

・後日（おおむね１カ月後）、会議録を公開します 

 

 

２ 傍聴の注意事項 

・全体会議は２０人、専門部会は１０人まで傍聴者が入場する場合があります 

・傍聴者は遵守事項を守り、静穏に傍聴してください 

 

 

３ 写真撮影 

・事務局が会議の記録として写真の撮影などを行います 

・撮影した写真は、広報物（市政だより、ホームページなど）や報告書などに使用す

る場合があります 

 

 

４ 会議時間 

 ・会議時間は２時間程度を予定しています 

 ・次第に沿って、途中に休憩を入れずに進行します 

 

 

５ 会議の広報 

 ・審議の結果や様子を市政だよりやホームページで広報することがあります 

 

 

６ 会議録の事前確認 

 ・会議録は事務局が摘録を作成し、委員などに内容の確認を公開前にお願いします 

 ・発言した趣旨と異なる箇所がありましたら、お知らせください 

 



川崎区区民会議 第３回高齢者部会 資料１－（１）

H22.7.20

課題解決策について（１）
・区民会議だからこそできる取り組み（区民会議独自の取り組み）になっていますか？
・「誰が（担い手）」「何を」「いつ」「どこで」「どのように」「誰を対象に」など詳細を次回審議していきます

チェック
ポイント！

皆さんに事前に御提出していただきました課題解決策は次のとおりです。

審議課題 課題解決策 具体的内容 目指す方向性・目的

これまでの知識や経験を活かせ
る機会の提供

地域の伝統文化を若い人たちに
伝える

子どもたちと気楽に遊べる環境
づくり

・納涼踊り、祭り、運動会のなどの場を活用する

健康づくり
・毎日の体操（早朝のラジオ体操に参加）
・グループで朝夕のウォーキング
・グランドゴルフ、ゲートボール

ストレス解消と健康づくり
（防犯活動への協力）

・グループに分かれて公園内子どもの見守り活動
・小学校の下校時の見守り活動

家族の援助 ・家族の中で、犬を連れての散歩など日常生活で役割を持たせながら外出させる

活動ＰＲのための「集い」の開催
・区内で活動している生きがいづくりや社会貢献活動の支援体制、支援内容、支援窓口、支援機関等を
一堂に会して説明・紹介する「集い」を年に何回か川崎区役所が主体となって開催する

区民が「きっかけづくり」に期待
する意見を提案できる仕組み
づくり

・高齢者が社会貢献活動に参加し、生きがいを見出す「きっかけづくり」のため、区民会議や行政に何を
期待するのかという意見を提案する仕組みづくりを、行政の施策の一つとする

イベントの実施
・昨年実施した「かわさき再発見！旧東海道川崎宿ウォーキングツアー」のようなイベントを継続して実施
していく

町内会・自治会活動の活性化
・地域の高齢者にとって身近で参加しやすく、生き生きとした活動の場とするため、町内会・自治会のあり
方について調査・研究し、行政の役割と町内会・自治会の役割を明確にするとともに、「役員の高齢化・
固定化」、「役員のなり手がいない」、「町内会・自治会への加入率の低下」などの課題解決を図る

（生涯）学習機会の充実・強化
・高齢者が健康で文化的な生活を送るため、学ぶ喜び、講義することによって自己表現できる喜び、交流
する喜びなどを感じるとともに、高齢者が持つ知識・経験・ノウハウなどを活かせる場を充実・強化する

高齢者が働ける社会への支援
・「年齢に関係なくいつまでも働きたい」と考えている人の割合（約3割）が少なくない中、「お金を稼ぎなが
ら地域貢献をしたい」と考えている人の受け皿づくりを充実・強化する

生きがい、
社会貢献

（シニアパワーを有する
方が社会貢献活動や
地域コミュニティに参加
するきっかけづくりが

必要）



川崎区区民会議 第３回高齢者部会 資料１－（２）

H22.7.20

課題解決策について（２）
・区民会議だからこそできる取り組み（区民会議独自の取り組み）になっていますか？
・「誰が（担い手）」「何を」「いつ」「どこで」「どのように」「誰を対象に」など詳細を次回審議していきます

チェック
ポイント！

（※新たに追加する場合などにご活用下さい）

審議課題 課題解決策 具体的内容 目指す方向性・目的

シャトルバスの導入
・川崎駅西口～川崎駅東口～富士見公園付近を巡回させる
・川崎駅東西口を回遊できるようにする

サークル活動を通じて仲間を
増やす

・自分に合ったサークル活動を見つけ、地域に多くの仲間を増やして交流を図り、情報交換などを行って
常に外に出掛けられるような仲間づくりを心掛けて、閉じこもり防止に努める

公園に高齢者専用の憩いの場
所を設置

・小さい公園や大きい公園を含め、花壇をつくるなどして高齢者専用の憩いの場所を設ける

高齢者向けの散歩マップ・ウォー
キングマップ作成

趣味の発表の場を設ける ・町内や商店街の一角に、趣味の展示や発表会の場所をつくる

歩道の安全性向上
・車道と歩道を分け、歩道に私物を置かないようにする
・歩道を走る自転車の規制。例えば歩道を走行する場合は歩行者と同様に自転車から降りて「押して歩
く」ことを義務付けるなど

区内全域の交差点の歩道・車道
の段差解消

ベンチ・トイレ等の設置
・商店街を中心に、ベンチやトイレなどを設置する。ベンチはホームレスに占領される懸念がある場合に
は、商店の閉店時に屋内に取り込むなどの対策を実施する

高齢者に対する
環境づくり

（サポートが必要な方が
外出しやすい環境の

整備が必要）


